
情報提供資料

Vol.282

1
3

2026年8月4日

物価上昇による「お⾦の価値の目減り」に対処する
⽅法は︖

対処⽅法の⼀つに資産運⽤があります。お⾦の価値を
維持するために、⾦融資産に占める「運⽤資産の割合」
と「必要な利回り」を考えていきましょう。

仮に、物価が継続的に年2％上昇する中、何も対処しなかった場合には、実質的なお⾦の価値は減少してしま
います。こうしたお⾦の価値の減少への対処⽅法の⼀つとして資産運⽤があります。ただし、⾦融資産に占める
「運⽤資産の割合」によって、お⾦の価値を維持するための「年間収益率（必要な利回り）」は変わってきます
ので、「運⽤資産の割合」を考えていくことが重要です。

（注）上記は年2％の物価上昇が5年間続くと仮定。また、運⽤資産はそれぞれの収益率で運⽤し、運⽤資産以外は2026年6月16日に
公表された国内⼤⼿銀⾏（みずほ銀⾏、三井住友銀⾏、三菱UFJ銀⾏）3⾏の変更後の円普通預⾦⾦利の利率0.4％として算出
した場合のシミュレーションです。

（出所）各銀⾏の公表データ等を基に三井住友DSアセットマネジメント作成

※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。

物価が年2％ずつ上昇した場合、5年後の1,000万円の価値は︖

タイトルを入れてください
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〈 1,000万円に占める運⽤資産の割合（横軸） 〉

運⽤しない場合、5年後の1,000万円
の価値は約924万円に︕

（表内の単位︓万円）

300万円（30％）を運⽤した場合、約6％以上
の年間収益率で運⽤しないと、お⾦の価値は減少
してしまう

※上記は⼀定の前提条件に基づき試算したものであり、実際の投資成果ではありません。また、将来の成果を示唆あるいは保証するものでも
ありません。
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タイトルを入れてください物価が年3％ずつ上昇した場合、5年後の1,000万円の価値は︖

物価が年5％ずつ上昇した場合、5年後の1,000万円の価値は︖

タイトルを入れてください

100%90%70%50%30%20%15%10%0%
9079048998938888858848838801%
9529459319169028948918878802%

1,0009889649409169048988928803%
1,0491,0339999659319149058978804%
1,1011,0791,0359909469249139028805%
1,1541,1271,0721,0179629359219078806%
1,2101,1771,1111,0459799469299138807%
1,3271,2831,1931,1041,0149699479258809%
1,4541,3961,2811,1671,05299596693788011%
1,5891,5181,3771,2351,0931,02298695188013%
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タイトルを入れてください

100%90%70%50%30%20%15%10%0%
8238218168118078048038027991%
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9088978768548328218168107993%
9539389078768468308228157994%

1,0009809409008608398298197995%
1,0491,0249749248748498378247996%
1,0991,0691,0099498898598448297997%
1,2061,1651,0841,0029218818608407999%
1,3201,2681,1641,06095690487785179911%
1,4441,3791,2501,12199392889686479913%
1,5761,4981,3431,1881,03295591687779915%
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運⽤しない場合、5年後の1,000万円
の価値は約880万円に︕

500万円（50％）を運⽤した場合、約6％以上
の年間収益率で運⽤しないと、お⾦の価値は減少
してしまう

運⽤しない場合、5年後の1,000万円
の価値は約799万円に︕

900万円（90％）を運⽤した場合、約6％以上
の年間収益率で運⽤しないと、お⾦の価値は減少
してしまう

（注）上記は年3％、年5％の物価上昇が5年間続くと仮定。また、運⽤資産はそれぞれの収益率で運⽤し、運⽤資産以外は2026年6月
16日に公表された国内⼤⼿銀⾏（みずほ銀⾏、三井住友銀⾏、三菱UFJ銀⾏）3⾏の変更後の円普通預⾦⾦利の利率0.4％
として算出した場合のシミュレーションです。

（出所）各銀⾏の公表データ等を基に三井住友DSアセットマネジメント作成
※上記は⼀定の前提条件に基づき試算したものであり、実際の投資成果ではありません。また、将来の成果を示唆あるいは保証するものでも
ありません。

※この資料の最終ページに重要な注意事項を記載しております。必ずご確認ください。



情報提供資料

3
3

タイトルを入れてください

【重要な注意事項】
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売
買を推奨･勧誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資⾏動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内
容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、
それらは過去の実績および将来の予想であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が⾼いと判断した
情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場
合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真は
イメージであり、本文とは関係ない場合があります。


